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先進的な外科的・内視鏡的がん治療を推進する
ICCRCでは、鏡視下手術やロボット手術など、身体
への負担が少ない低侵襲医療を提供し、早期の消化
器がんに対する内視鏡最新治療（ESD）にも積極的
に取り組んでいます。また、神戸大学のリサーチホス
ピタルとして研究開発を推進し、治療技術の向上や
人材育成に励んでいます。リサーチホスピタルという
言葉に特別な定義はなく、「研究が診療と人材を
育てていく病院」という解釈が適当かもしれません。
アメリカのメイヨークリニックや、私が留学していた
MDアンダーソンがんセンターなどを中心とした医療
都市が先例となっています。リサーチホスピタルとして
の核となる取り組みの一つが医工連携です。企業や
大学などと共同して未来の医療につながるさまざまな
プロジェクトを創出し、実践する病院を目指しています。

私はICCRCが設立された2017年からセンター長
を務めています。胆道疾患を専門とし、長年、胆道がん
の研究に勤しんできました。医師だった父が地域
医療に力を尽くす姿を見て育ち、少年期から「人の
役に立ちたい」という気持ちが強かったこともあり、
気付けば父と同じ医師の道を歩んでいました。神戸
大学医学部に進学し、卒業後は第一外科（消化器
外科）学教室に入局。外科研修を経て大学院へ進み、
病理学教室に出向しました。そこで消化器がんの
臨床病理や胆道がんの遺伝子変異の研究に携わった
ことが、今の礎となっています。
学生の頃から文武両道をモットーとし、学問だけ

でなく部活動にも熱中しました。中学・高校はバス
ケットボール部、大学ではバドミントン部に所属。
バドミントンは医師になってからも10年以上続ける
ほど夢中になりました。今も体を動かすことは好きで、
リフレッシュと健康維持を兼ねてゴルフに出かける
こともあります。医師の仕事は体力勝負。毎日ハード
ワークをこなせるのは、若い頃からスポーツで培った
体力があるおかげだと自負しています。とはいえ、私
１人の力では患者さんを救うことはできません。バス
ケットボールなどの団体競技と同じく、医療現場は
チーム力が大事です。常日頃から「ICCRCの職員

みんなで良い成績を残したい」という情熱を持ち、
治療や研究にまい進していますが、顧みればこのマイ
ンドもまた、スポーツから得たものかもしれません。

I N T E RV I EW- インタビュー 神戸医療産業都市の企業・団体の関係者にKBIC Pressが独占インタビュー。

KBIC Pres s
味木 徹夫 神戸大学医学部附属病院

国際がん医療・研究センター
センター長

A j i k i  Te t s u o

先進的な外科治療を行うとともに、がんを中心とした治療や医療機器の研究開発等を目的とし
開院された神戸大学医学部附属病院 国際がん医療・研究センター（ICCRC）。2020年には
神戸大学が開発に参画した国産手術支援ロボット「hinotoriTM」を導入し、１例目の前立腺がん
手術を成功させるなど、先鋭的な取り組みに多方面から視線が注がれています。神戸市と産業界、
神戸大学が共同で進める「神戸未来医療構想」※においては、実証実験の拠点として重要な役割
を担う同センター。味木徹夫センター長に、現在の活動や今後の展望などをうかがいました。

臨床・研究・教育に注力する
リサーチホスピタル

スポーツで養った心身が
医師としての土台を築く

医療技術の研究開発と
医工融合人材の育成を目指す

※神戸大学、神戸市、企業が参画し、神戸医療産業都市における医療機器開発等のエコシステムの形成を目指す取り組み 
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神戸未来医療構想でのICCRCの位置づけは２つ
あります。１つは、研究における実証の場としての役割
です。現在は３つの研究プロジェクトが進行しており、
とりわけ次世代ネットワークを活用した手術支援
ロボット「hinotoriTM」の遠隔手術指導の開発には、
大きな関心が寄せられています。現在、副センター長
の山口雷藏教授が中心となり進めている、商用5Gを
介した「hinotoriTM」の遠隔操作の実証実験は、
隣接する統合型医療機器 研究開発・創出拠点
「MeDIP」と連携して４度実施し、ほぼ遅延なく動作
することを確認しました。また「hinotoriTM」を核とした
ロボットプラットフォームの構築や、患者さんの体液を
利用してがん診断を行うリキッドバイオプシーによる
精緻な予後予測モデルの開発も順調に進捗しており、
社会実装も夢ではありません。
もう１つは、医療機器の開発プラットフォームとして
の役割です。神戸大学医学研究科では来年度、医工
融合型の新専攻を設置する予定となっており、その
学生の受け入れと神戸医療産業都市内の企業との
さらなる連携を目指し、機能強化を目的とした当院の
増築も予定されています。優秀な医工融合人材の輩出
に向けた環境が整備されることで、神戸の地からより
イノベーションが生まれやすくなると期待しています。

神戸未来医療構想に掲げられた最大のミッションは、
第２、第３の「hinotoriTM」の開発です。新たな医療
機器の創出には果てしない時間を要し、その道のりが
険しいことは想像に難くありません。けれども、ICCRC
の職員たちが柔軟な発想を展開し、実現化の一翼を
担ってくれるだろうと楽しみにしています。
どれだけ医療技術が革新しても、患者さん一人
一人の声に耳を傾け、気持ちに寄り添うことが医師
としての原点。その上で最高の診断と治療を提供し、
1つでも多くの命を救うことができれば幸いです。

神戸医療産業都市では今後、医工連携に一層拍車
がかかり、医療機器の開発スピードが加速していくで
しょう。また、iPS細胞や遺伝子の研究、AI・通信技術の
進化によって、診断と治療が目覚ましく進展していくこと
も予想され、治せる病気がさらに増えることは間違いあり
ません。実際に胆道がんの分野においても、粒子線治療
や抗がん剤治療などの次世代治療が相次いで導入され
るようになり、多くの患者さんが元気を取り戻しています。
神戸医療産業都市には、枠にとらわれることなく自由に
挑戦できる土壌が形成されています。このような地の利
を活かして生まれる新しい治療や技術をICCRCが牽引
し、一日も早く患者さんの元に届けたいと考えています。

先進的な外科治療を行うととも

に、がんを中心とした治療と医療

機器の開発を行うことを目的とし

て2017年に開院されました。

国 産 手 術 支 援 ロ ボ ット

「hinotoriTM」の導入をはじめとす

る、がんに対する先進的な外科

的・内視鏡的治療を推進する一方

で、未来医工学研究開発センター、

バイオリソースセンター、AI・デジ

タルヘルス推進室、ロボットトレー

ニングセンターをICCRC内に整備、

新規医療と研究を推進する体制を

確立しています。

実診療では、11の外科・外科系

診療科が機能。2019年から始まっ

た消化器内科で実施する早期の

消化管癌に対するESD（内視鏡的

粘膜下層剥離術）治療は、安全で

高いクオリティを保ち、患者さんの

受入れ数も増加しています。

私はICCRCが設立された2017年からセンター長
を務めています。胆道疾患を専門とし、長年、胆道がん
の研究に勤しんできました。医師だった父が地域
医療に力を尽くす姿を見て育ち、少年期から「人の
役に立ちたい」という気持ちが強かったこともあり、
気付けば父と同じ医師の道を歩んでいました。神戸
大学医学部に進学し、卒業後は第一外科（消化器
外科）学教室に入局。外科研修を経て大学院へ進み、
病理学教室に出向しました。そこで消化器がんの
臨床病理や胆道がんの遺伝子変異の研究に携わった
ことが、今の礎となっています。
学生の頃から文武両道をモットーとし、学問だけ

でなく部活動にも熱中しました。中学・高校はバス
ケットボール部、大学ではバドミントン部に所属。
バドミントンは医師になってからも10年以上続ける
ほど夢中になりました。今も体を動かすことは好きで、
リフレッシュと健康維持を兼ねてゴルフに出かける
こともあります。医師の仕事は体力勝負。毎日ハード
ワークをこなせるのは、若い頃からスポーツで培った
体力があるおかげだと自負しています。とはいえ、私
１人の力では患者さんを救うことはできません。バス
ケットボールなどの団体競技と同じく、医療現場は
チーム力が大事です。常日頃から「ICCRCの職員

みんなで良い成績を残したい」という情熱を持ち、
治療や研究にまい進していますが、顧みればこのマイ
ンドもまた、スポーツから得たものかもしれません。

産学官医の連携で進む
次世代をとらえた医療開発

研究成果を一日も早く
患者さんへ還元するために

http://www.hosp.kobe-u.ac.jp/iccrc/

Kobe University Hospital
International Clinical Cancer Research Center

神戸大学医学部附属病院
国際がん医療・研究センター
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ゲノム編集技術

ゲノム編集とは、生命の設計図であるDNA配列を
改変する技術であり、現在は主にDNAを「ハサミ」の
ような機能を持つ酵素で切断する“切るゲノム編集”
の医療応用に向けた研究開発が進んでいます。 一方、
株式会社バイオパレットは、神戸大学の西田敬二教授
および近藤昭彦教授が開発した、DNAを“切らない
ゲノム編集®”をコア技術としています。ゲノム編集の
医療応用では、意図しない編集を避けるなど、精度と
安全性が求められます。“切らないゲノム編集®”は、
例えるなら「消しゴムとエンピツ」のような効果を発揮
する酵素を用いてDNAを構成する塩基を別の塩基に
ピンポイントで置き換える技術であり、精密かつ正確
な編集を行うことができます。同社ではこの技術を
マイクロバイオーム（腸内の細菌叢※1）の分野に適用
し、新たな疾患治療の開発を目指しています。

「近年の研究で、糖尿病やアルツハイマーなど多様
な病気の発生に、マイクロバイオームが深く関与して
いることが判明し、腸活と呼ばれる表現も一般的に
なっています。当社では、強固な知財戦略と技術開発
によって構築した “切らないゲノム編集®”を用いて、
マイクロバイオーム中の細菌の遺伝子を体外で編集し、

治療効果を付与して経口投与で腸に届ける次世代の
治療法を開発中です。さらには、その細菌が流れ出て
しまうことなく腸内へ定着できる機能を付加するなど、
多重編集にも取り組んでいます」と、奥村亮取締役は
力強く語ります。また、岩田清和取締役は「当社が拠点
とするクリエイティブラボ神戸には、当社と同じく神戸
大学大学院科学技術イノベーション研究科の技術を
基盤に誕生した他のスタートアップも入居し、バイオ
エコノミー※2という共通のキーワードのもとで切磋琢磨
しています。その中で当社は、“切らないゲノム編集®”に
よる治療法開発を着実に前進させ、これからの産業の
中核となるバイオエコノミーを切り拓く事例を、神戸の
地で創造したいと考えています」と意欲を見せます。現
在は、病気の予防や未病治療にも事業の裾野を広げ
たいと奔走中。神戸発の新たなゲノム編集技術の未来
に世界が注目しています。
※2：バイオテクノロジーなどを活用して地球規模の課題を解決し、経済も

含めた持続可能な成長を目指す概念
※1：生物の口腔内や皮膚など、身体のさまざまな部位に生息する細菌の集団

さいきん そう

リスクを抑えた独自のゲノム編集

マイクロバイオーム治療を開拓

INTRODUCTION 神戸医療産業都市で活躍している企業・団体のご紹介。

“切らないゲノム編集®”を新たな疾患治療へ応用

クリエイティブラボ神戸（CLIK）４階

当社では研究者の８割が博士号を保有し、
使命感を持って研究開発に取り組んでいます。
ゲノム編集に対しては不安を感じられる側面も
あるかもしれませんが、当社のアプローチはヒト
の遺伝子を対象とするものではなく、ヒトへの
安全性に配慮した治療手段です。今後はゲノム
編集に関する正確で分かりやすい情報の発信
にも注力し、市民の皆さまのご理解とご支援の
もと、病気の治療や予防に貢献していきます。

奥村 亮 氏（左）

取締役
チーフ・サイエンティフィック・
オフィサー兼
チーフ・ビジネス・オフィサー

岩田 清和 氏（右）
取締役

株式会社バイオパレット
Bio Palette Co., Ltd.
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ホール・コモンスペース

「自立心・対話力・創造性」を育むきめ細やかな
指導で、学生の成長を支援している神戸女子大学。
1940年に設立した神戸新装女学院を原点とし、
2020年には創立80周年を迎えました。2015年に
看護学部を設置し、その１期生が卒業する2019年
に大学院看護学研究科を開設。生命の尊厳への
深い理解と実践科学としての看護の本質を探究する
姿勢を基盤とし、地域保健と医療に寄与する高度な
知識と技術を持った専門看護師や研究者、教育者
の育成を目指しています。
看護学部と看護学研究科では一貫して、「コミュ

ニティ・オブ・プラクティス」の考え方に基づいた
教育方法を取り入れています。コミュニティ・オブ・
プラクティスとは、あるテーマに関する関心や問題、
熱意などを共有し、持続的な相互交流を通して
各分野の知識や技術を深めていく集団のこと。
学年や課程の垣根を超えた学生間で学びのコミュ
ニティを形成し、看護学と看護実践を相互に教え
合うことで学習効果を高めています。

神戸ポートアイランドにキャンパスを置く看護学
研究科では、高度先端医療と研究開発の拠点という
地域特性を活かし、教育や研究を推進しています。
「神戸市立医療センター中央市民病院と兵庫県立
子ども病院は実習施設であり、地域の医療機関と
連携した教育を展開しています。中央市民病院の
専門看護師とは共同研究を行った実績もあり、質の
高い看護職を養成する上で、非常に恵まれた環境
にあると感じています」と東ますみ研究科長。また、
看護師・保健師・助産師の免許を持つ教員は、
知識や技術を地域に還元しており、島内に開設した

「子育てコラボサロン どーなつ」はその一例です。
子育て講座の開催や、育児の悩みや不安について
気軽に話し合える機会を市民に提供し、大学院生たち
の実践の場にもなっています。「今後は、近隣の医療
機関や健康科学関連企業に働きかけて共同研究を
推進し、地域住民の健康やQOL（生活の質）の向上
に貢献したい」と力を込める東研究科長。さらには、
「看護研究について相談できるセンターなどを開設し、
地域で活躍する看護職者の支援も行っていきたい」
と展望を描きます。

専門性と組織能力を育てる

地域に根差し、実践力を磨く

地域の健康を支える次世代の看護職者を養成

神戸医療産業都市にある看護学研究科
として、今後は産学官医の連携を積極的
に行い、研究の成果を市民の皆さまへの
健康支援や疾病予防、地域医療に従事
する看護職者の支援などに役立てていき
たいと考えています。また、社会貢献活動
にもより一層励んでいきたいと思います。

東 ますみ 氏

看護学研究科 研究科長
看護学部 教授

神戸女子大学大学院

Kobe Women's University Graduate School

学校法人行吉学園
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鳥居をくぐっ
て

すぐ左手の
手水舎

今回は、神戸医療産業都市がある
ポートアイランドの隠れたスポット
をご紹介します。安産祈願、恋愛
成就、縁結びとして有名な生田
神社、その分社がポートアイラン
ドにあるのをご存知でしょうか？

兵庫県立こども病院前、IKEAのすぐ西隣にあります。何度か
気づかず通りすぎてしまっていたことを不思議に思いながら、
総ヒノキ造りの鳥居の前で一礼して、参拝してきました♪

第7回 生田神社ポートアイランド分社
Ikuta Shrine, the branch in Port Island

創建は2016年、地元住民の要
望によって生田神社から勧請されたと
いうことです。御由緒板には「神戸海上
都市、ポートアイランドの中心に生田神社
の神様を始め、広く日本の国土を御守り
戴いている大神様をご奉納」とあり、
喧騒から離れた佇まいの中で、とても
慎み深い気持ちになります。 境内にはクスノキやソメイヨシノなどが植栽され、

季節を楽しみながら、ひっそりと厳かな雰囲気に包ま

れることができます。ショッピングのついでに、また、

お散歩コースとして訪問するのもおススメです♪

境内はとても綺麗に
整備されています。

Ikuta Shrine, 
the branch in Port Isla

nd

稚日女尊（天照大神の妹神）

の分霊が祀られています。
わかひるめのみこ

と

神戸医療産業都市推進機構
サイエンス・コミュニケーﾀー
井上

神戸医療産業
都市

って

どんなところ？

市民の皆さまに

わかりやすく

ご紹介します♪

神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。神戸医療産業都市の最新情報をご紹介。

毎年恒例のイベント「神戸医療産業都市（KBIC）一般公開」は、実験体験
や見学ツアー、展示、セミナーなど、さまざまなプログラムを通して、最先端
の医療や研究開発が行われているKBICの取り組みを市民の方々に知って
いただくことを目的として実施しているKBIC最大の市民向けイベントです。
開催形態や企画詳細は、今後随時、Facebook、特設ホームページ内
などで公開予定ですので、楽しみにお待ちください♪

神戸ヘルス・ラボでは、ヘルスケア市民サポーターとして、毎日の
健康づくりのための活動を一緒に行っていただける神戸市民の
皆さまを募集しています。ヘルスケアに関連する製品・サービスを
大学・企業・行政と一緒に創ってみませんか？
現在、サプリメントの服用感調査のモニターを募集しています。
ご興味がある方は、ヘルスケア市民サポーターに登録をして、
モニターにご参加ください！

詳細はこちらから→※新型コロナウイルス感染拡大状況により現地開催の中止、両日オンライン開催になる可能性がありますことをご了承ください。

ヘルスケア市民サポーター
の登録はこちらから→

神戸ヘルス・ラボからモニターを募集！

令和４年 神戸医療産業都市一般公開 開催日決定！

神戸医療産
業都市

TO P I C . 2TO P I C . 2

神戸医療産
業都市

TO P I C .1TO P I C .1

＜現地開催は29日（土）のみ＞
令和４年10月29日、30日（土・日）開催日
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ポータルサイト

『市民向け』と
『企業・団体向

け』の2サイトに
セパレート。

より分かりや
すく生まれ変

わりました
！

リニューアル
！

大規模

神戸医療産
業都市の魅

力を

もっと知って
もらうために

神戸医療産業都市ポータルサイトでは、

医療・健康に関する情報発信、イベント、研究成果の報告など

神戸医療産業都市の様 な々情報がわかりやすく配信されています。

ポータルサイト
市民向け
分かりやすく。

親しみやすく
。

一般の方に向けたコンテンツや、イベント
を集めたページを新設。「マップで紹介
神戸医療産業都市に行ってみよう！」では、
誰でも訪問できるポートアイランド内の
スポットを「学べる」「遊べる」「食べる」
などのカテゴリで紹介しています。イベン
トや活動についての情報もたくさん配信
しているので、ぜひご覧ください！

「各種支援サービス」ページや、今回新たに
追加された「研究・製品化事例」ページなど、
神戸医療産業都市の活動や実績、トピック
スが検索・閲覧しやすくなりました。

www.fbri-kobe.org/
kbic/citizen/

www.fbri-kobe.org/kbic/citizen/
map/

マップで紹介
神戸医療産業都市に行ってみよう！

ポータルサイト

企業・団体
向け

取り組みや活動、

実績を知る。

www.fbri-kobe.org/kbic/

このボタンをクリックして
「市民向けサイト」へアクセス！

検 索神戸医療産業都市
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www.fbri-kobe.org/kbic

神戸医療産業都市ポータルサイト

阪神・淡路大震災からの復興プロジェクトとして1998年にスタート。

新たな治療薬や医療機器の開発、今まで治せなかった病気の治療法の研究など、

市民の皆さまへ最先端の医療を届けるための取り組みが進められています。

神戸医療産業都市について。

『研究機関』『高度専門医療機関』『企業・団体』がひとつに集まることで、
新しく革新的な技術を生み出しやすくなる。

①基礎研究→②技術開発→③有用性・安全性の確認→④産業化（臨床
応用）へと進む工程を一体的に取り組むことができ、効率的･効果的に
医療としての実用化につなげられる。

といった大きなメリットがあるのです。

雇用の確保と
神戸経済の
活性化

市民の健康
・

福祉の向上

アジア諸国の
医療技術向上
への貢献

たくさん
集まる
ことで…

現在の
医療関連企業・団体の
集積数は…

※2022年5月末現在

※372 社／
団体

公益財団法人 神戸医療産業都市推進機構　経営企画部 広報戦略課
〒650-0047　神戸市中央区港島南町6丁目3番地の7 クリエイティブラボ神戸5階
TEL 078-306-2231　FAX  078-306-1708

お問い
合わせ

本庶記念神戸基金
医学・医療の高度な研究に求 められる機能を充実させることにより、
世界の医学・医療への貢献を目指します。

ご支援のお願い

《お問い合わせ先》  公益財団法人神戸医療産業都市推進機構／経営企画部企画財務課 基金事務局
▼ 専用フリーダイヤル

0 1 2 0 - 1 3 8 - 0 7 8
医療の未来は神戸から イリョウノミライハ   コウベ カラ

※ ｢ 0 7 8 ｣ は 神 戸 市の市 外 局 番です

▶TEL       078-306-0806

▶E-mail  gift@fbri-kobe.org
本庶記念神戸基金

https://www.fbri-kobe.org/giving/

Webサイト


